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開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（坂口哲哉君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから平成２９年第４回野洲市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 開きます前に、会議に先立ちまして、過日、８月２３日に開催いたしました市議会全員

協議会において、太田議員から中塚議員に対し、不適切と思われる言動がありました。こ

のことについて、太田議員から謝罪の意向を受けましたので、本日この場において謝罪を

していただきます。 

 また、本件についての経緯を事務局から説明いたします。 

○事務局長（大藤良昭君） それでは、本件につきましては、去る８月２３日の市議会全

員協議会における太田議員から中塚議員に対する不適切と思われる言動について、８月２

５日、中塚議員ほか２名の議員の連名により、地方自治法１３５条及び野洲市議会会議規

則第１１０条の規定に基づき、議長に対し懲罰動議が出されましたが、本件発生から３日

以内に議会が開催されないことから短期時効が適用され、議案として取り扱うことが困難

となりました。このことを踏まえ、今回任意の和解により太田議員から謝罪を行う旨の御

意向を受けたものでございます。 

○議長（坂口哲哉君） それでは、本件の謝罪について、太田議員の発言を許します。 

 太田議員。 

○７番（太田健一君） それでは、議長から発言の許可をいただきましたので、ただいま

より謝罪をさせていただきます。 

 このたび、過日８月２８日に開催されました市議会全員協議会における私の言動におき

まして、中塚議員を初め、野洲市議会の皆様に御迷惑をおかけしましたことにつきまして、

深くおわびを申し上げますとともに、中塚議員に対し謝罪をいたします。 

 以上でございます。 

            （「日付が違う」の声あり） 

○議長（坂口哲哉君） 日付、２３日違うか。 

○７番（太田健一君） 日付を間違えて発言していたので訂正させていただきます。８月

２３日に開催されました市議会全員協議会ということでよろしくお願いします。 
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○議長（坂口哲哉君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。 

 出席議員は、１９人全員であります。 

 本日の議事日程は、既に配付いたしました議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職氏名は、お手元の文書のとおり

です。 

 また、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、第２６期野洲市湖岸開発株式

会社事業報告及び財務諸表並びに第２７期野洲市湖岸開発株式会社事業計画書及び財務諸

表が、さらに地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、健

全化判断比率及び資金不足比率の報告がそれぞれ市長から提出され、お手元に配付してお

きましたので御確認願います。 

 （日程第１） 

○議長（坂口哲哉君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、第１１番、上杦種雄議員、第１

２番、市木一郎議員を指名いたします。 

 （日程第２） 

○議長（坂口哲哉君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２２日までの２４日間にいたしたいと思います。これ

に御異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（坂口哲哉君） 御異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２２日まで

の２４日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、配付済みの会期日程のとおりであります。 

 （日程第３） 

○議長（坂口哲哉君） 日程第３、議第８３号から議第１１２号まで、平成２８年度野洲

市一般会計歳入歳出決算認定について、ほか２９件を一括議題といたします。 

 事務局長が議案を朗読いたします。 

○事務局長（大藤良昭君） それでは、朗読いたします。 

 議第８３号平成２８年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について、ほか決算認定１

０件、議第９４号平成２９年度野洲市病院事業会計予算、ほか予算７件、議第１０２号野
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洲市こどもの家条例の一部を改正する条例、ほか条例改正３件。議第１０６号財産の譲与

について、ほかその他の案件３件。議第１１０号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を

求めることについて、ほか人事案件２件。 

 以上でございます。 

○議長（坂口哲哉君） 議案の朗読は終わりましたので、市長の提案理由の説明を求めま

す。 

 市長。 

○市長（山仲善彰君） 議員の皆さん、おはようございます。 

 本日ここに、平成２９年第４回野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆

様には全員御出席を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 本定例会におきましては、議案といたしまして、平成２８年度決算の認定１１件、予算

８件、条例改正４件、その他４件、人事案件３件の合計３０件につきまして御審議をお願

いするものですので、よろしくお願い申し上げます。 

 まず、議第８３号から議第９３号までの平成２８年度各会計決算の認定について御説明

を申し上げます。 

 議第８３号野洲市一般会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算額は２１０億７５６

万３，２０２円、歳出決算額は２０４億７，３８２万８，４３０円で、歳入歳出差引額は

５億３，３７３万４，７７２円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の１，３１０万９，０

００円を控除した実質収支額は５億２，０６２万５，７７２円となりました。 

 平成２８年度決算の特徴を申し上げますと、歳入につきましては、昨年、円高等が進行

したことで世界経済の先行き不透明感が増し、企業業績を悪化させ、法人市民税が前年度

との比較で約１４億４，０００万円の減収となったことから、減収補塡債９億５，８００

万円を発行し、当初予定しておりました財政調整基金からの取り崩しを一部にとどめたと

ころであります。 

 一方、歳出では、市民の安心と安全の実現に向けまして、地域医療の拠点としての野洲

市民病院整備に向けて基本設計に取り組んだほか、新クリーンセンター整備事業の完了及

び同センターでの操業開始、地域防災の基盤整備として市消防団の篠原分団詰所移転や湖

南４市共通となるＭＣＡ無線の整備を行いました。そのほか、野洲駅北口周辺整備、グリ

ーンベルト等交通安全施設整備など、緊急度、優先度の高い事業を着実に進めるとともに、

厳しい財政状況でありますが、後年度の備えとして財政調整基金を一定額確保したところ
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であります。 

 次に、議第８４号野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入

決算額は５５億６，３１７万７，５４７円、歳出決算額は５４億３，５１０万７，６３７

円で、歳入歳出差引額は１億２，８０６万９，９１０円となりました。 

 なお、歳出の保険給付費が当初見込みより少なくなったことから、歳入では予定してお

りました財政調整基金１億１，２０６万５，０００円の繰り入れを取りやめております。 

 次に、議第８５号野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決

算額は５億１，８７０万４，７４４円、歳出決算額は５億６４９万９８６円で、歳入歳出

差引額は１，２２１万３，７５８円となりました。 

 なお、決算剰余金のうち１，２１６万４，０００円につきましては、平成２９年度に繰

り越して、滋賀県後期高齢者医療広域連合へ納付すべき保険料相当額となっております。 

 続きまして、議第８６号野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳

入決算額は３６億７，６２７万１，３８６円、歳出決算額は３６億５，３４０万６，５２

３円で、歳入歳出差引額は２，２８６万４，８６３円となりました。 

 保険給付費では、対前年度比で約９，５００万円、率にしまして２．９％の増となりま

した。 

 続きまして、議第８７号野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算につき

ましては、歳入決算額及び歳出決算額とも前年度と同じく７，４５０万円となっておりま

す。 

 次に、議第８８号野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算額につきましては、歳入決算

額は２１億１，６０７万３，６０６円、歳出決算額は１７億６，３３７万１，９７８円で、

歳入歳出差引額は３億５，２７０万１，６２８円となりました。 

 下水道使用料収入が前年度と比べ約７，６７０万円、率にして６．４％の減収となった

ところですが、これにつきましては平成２９年度からの地方公営企業法を適用するため、

出納整理期間を設けずに平成２９年度３月３１日をもって打ち切り決算をしたことによる

ものであります。 

 次に、議第８９号野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算

額は１，８５７万４，４６９円、歳出決算額は１，７５７万８，５５９円で、歳入歳出差

引額は９９万５，９１０円となりました。 

 続きまして、議第９０号野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算につきまし
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ては、歳入決算額は１，３８８万９８円、歳出決算額は１，３８６万１，８４０円で、歳

入歳出差引額は１万８，２５８円となりました。 

 続きまして、議第９１号野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算につきまして

は、歳入決算額は１５億２，３４８万９，３０８円、歳出決算額は１５億２，３４１万８，

６１１円で、歳入歳出差引額は７万６９７円となりました。 

 次に、議第９２号野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算につきましては、歳入決算額及

び歳出決算額はいずれも３億７７４万６，２９２円となりました。 

 国道８号野洲栗東バイパスの用地取得費の減により、対前年度比で約３億６，０００万

円、率にして５３．９％の減収となりました。 

 なお、平成２８年度において、国道８号野洲栗東バイパスの整備対象となる農用地及び

工場移転先となる工業団地造成事業用地の買収が完了し、事業の進捗が図れたところであ

ります。 

 なお、野洲市におきましての用地取得率は７４％であります。 

 議第９３号野洲市水道事業会計決算につきましては、まず収益的収入及び支出でありま

すが、収入決算額が９億７，８２６万１，９６０円に対しまして、支出決算額が８億８，

６８９万２，９０７円で、収支差引額は９，１３６万９，０５３円の黒字決算となりまし

た。 

 平成２８年度におきましても、給水収益が伸び悩む中、経営改善による支出の抑制をし

たこと、また税務署の指導に基づき、料金の調定期間を修正したことにより過年度損益修

正益が発生したことが要因と見ております。 

 なお、税引き後では８，４０５万５，１３０円の純利益を計上することができました。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、収入決算額が６，０７２万８，４４０円に

対し、支出決算額が２億７，８３５万６，４２２円で、資本的収入が資本的支出に対して

不足する額の２億１，７６２万７，９８２円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額

及び過年度損益勘定留保資金で補塡をしたところであります。 

 次に、議第９４号から議第１０１号までの平成２９年度野洲市病院事業会計予算、一般

会計補正予算並びに特別会計補正予算について、その概要を御説明申し上げます。 

 まず、議第９４号平成２９年度野洲市病院事業会計予算につきまして御説明申し上げま

す。 

 当該予算案は、昨年１２月に議決をいただきました野洲市病院事業の設置等に関する条
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例に基づき、必要な予算を御提案するものであります。 

 予算案の内容につきましては、まず本事業会計における収益的収支につきましては、一

時借入金の利息相当分に当たる５万円を計上しております。次に、資本的収支につきまし

ては、１２億３，９７４万７，０００円を計上しております。 

 資本的収入の内訳として、病院事業債１１億８，７６０万円、社会資本整備総合交付金

として内定を受けた国庫補助金５，２００万円及び一般会計出資金１４万７，０００円を

予定しております。 

 また、資本的支出の主なものとしては、実施設計業務委託８，２２６万９，０００円及

び市民病院開設支援業務委託１，７１２万９，０００円、また施設の建設用地を確保する

ため、土地取得特別会計からの土地購入費用１１億２，５０５万円を計上しております。 

 野洲市民病院の整備につきましては、本年６月末で基本設計を完了した後、現在、主要

業務のフロー等、一段詳細な運営計画の作成に取り組んでおります。当該予算をお認めい

ただくことで施設の詳細な実施設計を行い、野洲市民病院のさらなる具体化を図ろうとす

るものです。 

 なお、今後の病院整備事業のスケジュール等を精査しましたところ、工程におくれが生

じることから、実施設計業務に係る債務負担行為の限度額を修正した上で、今回改めて提

案するものであります。 

 次に、議第９５号平成２９年度野洲市一般会計補正予算（第４号）につきましては、４

億４，５８８万７，０００円を追加するものです。 

 債務負担行為の補正では、例規システム維持管理業務につきましては、データベースの

構築及びその後の維持管理業務において、財政負担の軽減と業務の効率化を図っていくた

め、その委託期間を平成３４年までと、また野洲市余熱利用施設整備運営事業では、今後、

ＰＦＩにて整備及び運営を担う事業者の選定を行い、事業を進めていくため、その委託期

間を平成５３年までと、さらに野洲市都市計画区域変更に係る解析、素案作成業務では、

平成３２年度に予定されている大津湖南都市計画区域の見直しに当たり、本市区域変更に

係る業務を進めていくため、その委託期間を平成３０年度までと設定するため、この期間

を見越して予算措置を行うものであります。 

 地方債の補正につきましては、道路維持工事１路線において社会資本整備総合交付金の

交付対象外とされたことに伴い、道路整備事業債の限度額を減額するとともに、公共施設

等適正管理推進事業債を追加、また野洲市消防団消防ポンプ自動車更新における県との起
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債協議により、消防施設整備債の起債限度額を増額するとともに、起債発行可能額の算定

結果により、臨時財政対策債の発行限度額を減額しようとするものであります。 

 続きまして、歳出の主な内容について御説明申し上げます。 

 総務費では、財政管理費で、平成２８年度一般会計の決算剰余金を、地方財政法第７条

第１項の規定に基づき、２分の１以上を財政調整基金に積み立てるため、２億６，５００

万円、また後年度の施設整備への備えとして公共施設等整備基金への積立金６，０００万

円を追加するものです。 

 戸籍住民基本台帳管理費では、住民票等への旧姓併記ができるよう法律が改正されるこ

とから、それに対応するためのシステム改修業務委託料を追加するものです。 

 また、住民投票費では、野洲駅前市有地に市民病院を設置することの是非を問う住民投

票の実施を見送ることとしたことから、その執行経費を皆減するものです。 

 民生費では、民間保育所保育費で保育人材の確保に向けた保育士のキャリアアップへの

支援として、運営に対する処遇改善等加算Ⅱが新たに設けられたことから、民間保育園委

託料を追加するものです。 

 衛生費では、市立病院整備推進事業費で市民病院整備を進めるため、病院事業会計の建

設改良費に充てるための出資金、また運転資金に充てるための長期貸付金を含む一般会計

での負担分５，０７３万６，０００円を追加するものです。 

 土木費では、道路維持工事費で市道乙窪比留田線舗装修繕工事の表層補修が社会資本整

備交付金の交付対象外となり、新たに社会基盤施設等の長寿命化事業の対象とされたこと

から、国庫補助金の減額、市債の組み替え等、財源更正を行うものです。 

 教育費では、小学校施設整備費で中主小学校旧館校舎について、現地での建てかえに向

けた整備手法を検討するため、調査検討経費を減額し、耐力度調査及び校舎配置等を検討

するための基本計画設計業務委託料を追加するものです。 

 また、中学校施設整備費では、野洲北中学校において校舎の老朽化及び生徒数の増加見

込みによる将来的な教室の不足に対応するため、改修検討経費を減額し、大規模改修及び

校舎増築等基本設計業務委託料を新たに追加するものです。 

 また、歳入につきましては、地方交付税において、普通交付税の算定結果により、１億

８，５９７万４，０００円を増額するものです。 

 国庫支出金並びに県支出金においては、民間保育所運営に対する処遇改善等加算Ⅱの追

加、住民票等への旧姓併記に伴う住基システムの整備等負担金、補助金等、所定の財源更
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正を行うとともに、繰入金では、収支の財源調整として財政調整基金繰入金を減額、過年

度分の精算に伴う介護保険事業特別会計繰入金の追加、病院事業会計への土地売り払いに

より、土地取得特別会計にて繰上償還を行った残余分として土地取得特別会計繰入金の追

加、また市債では先ほどの地方債補正の説明のとおり変更または追加を行うものです。 

 次に、議第９６号平成２９年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、８，７５９万４，０００円を追加するものです。 

 補正の内容としましては、前年度の保険給付費の確定による国庫支出金及び療養給付費

交付金の精算や決算剰余金の一部を国民健康保険事業財政調整基金に積み立てるもの等で

あります。 

 次に、議第９７号平成２９年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、１，２１６万４，０００円を追加するものです。 

 補正の内容といたしましては、後期高齢者医療広域連合納付金で、平成２８年度出納整

理期間中に収入いたしました保険料を平成２９年度納付金として支出するもの等でありま

す。 

 次に、議第９８号平成２９年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、４，０４７万７，０００円を追加するものです。 

 補正の内容といたしましては、前年度の介護給付費や地域支援事業の額の確定に伴い、

国、県、社会保険診療報酬支払基金及び市に対し交付金等を精算し、加えて前年度の人件

費及び事務費の精算により一般会計操出金について所要額を追加するもの等であります。 

 次に、議第９９号平成２９年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、９９万４，０００円を追加するものです。 

 補正の内容といたしましては、決算剰余金を墓地公園整備基金へ積み立てるため、追加

するものです。 

 次に、議第１００号平成２９年度野洲市土地取得特別会計補正予算（第３号）につきま

しては、１１億２，５０５万円を追加するものです。 

 当該予算案につきましては、野洲市病院事業の設置等に関する条例に基づき、適正に病

院事業を進めるため、補正予算案として提案するものです。 

 補正の内容といたしましては、駅前公共用地を病院事業会計へ売り払うため、用地取得

に際して借り入れた公共用地先行取得等事業債を繰上償還し、財産収入の残余分を一般会

計へ繰り出しするものです。 
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 次に、議第１０１号平成２９年度野洲市下水道事業会計補正予算（第１号）につきまし

ては、平成２８年度消費税確定に伴う過年度損益修正損、雨水幹線整備事業の促進に伴う

工事請負費等を追加するものです。 

 議第１０２号野洲市こどもの家条例の一部を改正する条例について御説明申し上げます。 

 本議案につきましては、平成２９年６月２３日付、野洲市こどもの家持続ある運営を考

える委員会（第２期）からの提言に基づき、土曜保育の実施に当たり、土曜保育、土曜延

長保育の定義及び保育料の設定など、所要の改正を行うものです。 

 なお、本条例は平成３０年４月１日から施行するものです。 

 議第１０３号野洲市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について御説明申し上げます。 

 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準及び子ども・子育て支

援法施行規則において、支給認定証の任意交付化に係る改正がなされたことにより、所要

の改正を行うものです。 

 なお、本条例は公布の日から施行するものです。 

 議第１０４号野洲市地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について御説明申し上げます。 

 本議案につきましては、国の制度改正により主任介護支援専門員の資格に更新制が導入

されたことに伴い、所要の改正を行うものです。 

 なお、本条例は公布の日から施行するものです。 

 議第１０５号野洲市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について御説

明申し上げます。 

 本議会に改めて市民病院事業整備に係る実施設計予算を含む関連予算案を提案しており

ます。その理由は、野洲市が置かれている状況の中でこの事業が最善の策であると考えら

れること、及び本年４月から施行されている本条例の実施ということであります。 

 病院事業の計画は、市民のための中核的医療を守るための方策として、過去６年間の市

民、専門家、議会による調査、検討、審議を経て進めてきたものであります。また、６月

議会での否決以降、議員、特に市の計画に反対の立場の議員の方々との意見交換の場を提

案いたしましたが、残念ながらいまだ実現されておりません。また、実効性のある対案も

出されておりません。 

 本条例には、病院の名称、位置、診療科目及び開院時期などを定めていますが、市民病
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院事業整備関連予算案を提案するに当たって、今後の工期等を検討いたしましたところ、

今議会において関連予算案が可決されても、当初見込んでいた開院時期が平成３２年１０

月から平成３３年１月にずれ込むことが明らかとなりました。したがいまして、本議案に

おいて所要の改正を行うものであります。 

 なお、本条例は公布の日から施行するものです。 

 議第１０６号財産の譲与について御説明申し上げます。 

 平成２７年１２月２５日付で、大篠原自治会から解体予定の野洲市消防団篠原分団詰所

車庫の無償譲渡について要望がありました。自治会活動における防災拠点としての活用が

見込まれることから、平成２８年１月の市議会全員協議会で報告を行った後、平成２８年

３月３０日付で地縁団体の認可を条件に当該車庫を譲渡するとの回答を行っております。 

 今般、大篠原自治会が認可地縁団体となったことから、当該建物を大篠原自治会に譲与

することについて、地方自治法第９６条第１項第６号の規定に基づき、議会の議決を求め

るものであります。 

 議第１０７号財産の取得について御説明申し上げます。 

 消防ポンプ自動車の購入につきましては、市消防団野洲分団の使用している消防ポンプ

自動車が購入後２１年を経過し、老朽化しているため更新するものです。 

 去る８月９日に執行した入札の結果、契約金額を２，４３０万円、契約の相手方を株式

会社モリタ関西支店支店長、合田努と定め、物品購入契約を締結するため、地方自治法第

９６条第１項第８号及び野洲市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関

する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

 次に、議第１０８号湖南広域行政組合規約の変更について御説明申し上げます。 

 本議案につきましては、湖南広域行政組合で共同処理する事務の一部、し尿及び浄化槽

汚泥の収集事務について、構成４市の公共下水道の普及に伴い、共同化を維持することが

難しくなったため、当該事務を４市に返還し、各市がそれぞれの実情に応じて当該事務を

実施すべきと判断したので、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるも

のであります。 

 なお、改正後の組合規約は平成３１年４月１日から施行するものです。 

 議第１０９号平成２８年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について御説明

申し上げます。 

 本議案につきましては、平成２８年度野洲市水道事業会計未処分利益剰余金１３億２，
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５３４万９，１２８円のうち、更新事業の財源とするため、１億５，２７２万９，１９５

円を建設改良積立金に積み立て、また制度改正により生じた１１億７，２６１万９，９３

３円を資本金に組み入れることについて、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき

議会の議決を求めるものです。 

 議第１１０号から議第１１２号人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることにつ

いて御説明を申し上げます。 

 本議案につきましては、当市の人権擁護委員９名のうち３名の人権擁護委員候補者を推

薦するものです。 

 まず、平成２９年１２月３１日で任期満了となります田中ふじ江さんには３期９年間に

わたり御活躍をいただいているところでありますが、その後任として阪口啓子さんを推薦

するものです。 

 阪口さんは、昭和４７年から昭和６２年に至るまで野洲町で幼稚園教諭として勤務され、

幼稚園勤務時は子供と人権に関する課題に取り組んでこられ、人権に配慮した幼稚園教育

に努めてこられました。 

 また、同じく同日で任期満了となります立入幸基さんと中田幸子さんには２期６年間に

わたり御活躍いただいているところでありますが、立入幸基さんの後任として林かずみさ

ん、中田幸子さんの後任として橘円さんを推薦するものです。 

 林さんは、平成２２年１２月から平成２８年１１月まで民生委員児童委員として６年間

御尽力をいただいた方であります。 

 次に、橘さんは教育委員会委員や男女共同参画審議会委員などを歴任され、現在もＰＴ

Ａ連絡協議会会長など、幅広く御活躍をされております。 

 ３名とも温厚篤実で人権擁護委員として適任と考え、法務大臣へ推薦するに当たり、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるものです。 

 なお、任期につきましては、平成３０年１月１日から平成３２年１２月３１日までの３

年間といたします。 

 最後に、本定例会は議員の皆様にとりましては任期期間最後の議会となります。冒頭の

決算認定の平成２８年度成果のところでも触れましたとおり、新クリーンセンターを初め、

駅前整備、こども園、子育て支援、教育の充実、国道８号バイパス、踏切改修など、皆様

のお力添えで各分野にわたり大きな成果が生み出されてきました。また、今定例会に改め

て予算提案を行います市民病院事業整備に関しましても、この間、平成２６年３月の（仮
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称）野洲市立病院整備基本構想の策定、平成２７年３月の（仮称）野洲市立病院整備基本

計画及び関連する野洲駅南口周辺整備構想の策定、また平成２８年１２月には野洲市病院

事業の設置等に関する条例が可決され、本年６月には市民病院整備基本計画策定と、紆余

曲折はありながらも着実に成果を積み上げてきていただきました。このように、成果の上

に立った最後の議会であります。 

 しかしながら、この病院整備に関しまして、本日、この後、議員からは住民投票の実施

の請求に関する発議が予定されております。さらには、その議会審議に関しまして、既に

９月２２日と決定済みの議決日、及び審議日程を変更するための議会運営委員会が、急遽

本日の本会議終了後開催される予定となっております。市民病院整備及びさきの住民投票

に関する減額の補正予算が提案され、それらの質疑、審議を差し置いて議員発議の議案を

優先審議するということにもしかなれば、正常な議会手続であるとは到底考えられません。 

 さらに、今回の住民投票の問いかけの内容には私は触れませんが、住民投票の制度上の

問題として、本来、発議者は政策に対する賛否を具体的に明らかにし、それを訴える形で

投票による賛同を求めることが制度の趣旨でありますが、今回は閉塞状態の打開とか直接

市民の意思の確認が目的とされており、発議者の明確な政策意思があらかじめ示されてい

ないことも政策上想定外のことであり、懸念されるところであります。 

 いずれにいたしましても、議員皆様の任期期間最後の議会が正常、建設的かつ円滑に進

行されることを心よりお願いいたしまして、提案説明の締めくくりといたします。よろし

くお願いいたします。 

○議長（坂口哲哉君） 次に、議第８３号から議第９３号までの決算認定について、代表

監査委員の久松信治氏より、審査結果の報告を求めます。 

 久松氏。 

○代表監査委員（久松信治君） 皆さん、おはようございます。代表監査委員の久松でご

ざいます。 

 それでは、平成２８年度一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の決算審査の概要に

つきまして御報告申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定に基づき、審査に付されまし

た平成２８年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況について、その

内容を詳細に審査いたしましたところ、決算並びに附属書類とも関係法令に準拠して作成

されており、その計数は正確であり、いずれも予算に基づき適正に執行されているものと
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認めました。 

 平成２８年度一般会計におきましては、大手主要法人が円高による企業収益悪化の影響

等を受け法人市民税が大きく減収となり、歳入では市税全体で前年度に比べ約１３億７，

２００万円の減収となり、財政調整基金５億９，０２０万４，０００円を取り崩すなど、

厳しい財政運営をされたものの、一般会計を含め、全ての特別会計におきまして実質収支

は黒字決算となりました。 

 予算執行につきましては、透明、公正、公平と市民参加の仕組みをもとに、市民の幸せ

と安心を確保するまちづくりを実現するために取り組みをされたところであり、関係各位

の御尽力に深く敬意を表するものでございます。 

 さて、一般会計の決算状況でありますが、歳入決算額は２１０億７５６万３，２０２円、

歳出決算額は２０４億７，３８２万８，４３０円で、歳入歳出差引額は５億３，３７３万

４，７７２円となり、翌年度へ繰り越すべき財源１，３１０万９，０００円を控除した実

質収支額は５億２，０６２万５，７７２円の黒字決算となったところです。 

 水道事業会計を除く特別会計全体の決算状況は、歳入決算額は１３８億１，２４１万７，

４５０円、歳出決算額は１３２億９，５４８万２，４２６円で、歳入歳出差引額は５億１，

６９３万５，０２４円となり、翌年度へ繰り越すべき財源２，６０９万９，０００円を控

除した実質収支額は４億９，０８３万６，０２４円の黒字決算となったところでございま

す。 

 市財政の根幹となります市税及び国民健康保険税の徴収率と収入未済額につきましては、

市税の徴収率が９７．２％で、昨年度より０．３ポイント減少し、収入未済額は２億１，

５７９万６，７９２円でした。また、国民健康保険税の徴収率は７９．４％で、昨年度よ

り０．２ポイント減少しており、収入未済額は２億７，４１１万３，９５５円でした。地

方税だけでなく、公営住宅の使用料などの税外収入につきましても収入未済額があり、財

源確保及び負担の公平性のため、適正かつ効果的な対策を講じ、収納確保に努めていただ

くようお願いいたします。 

 経常収支比率につきましては９５．２％であり、前年度の８３．８％から１１．４ポイ

ントも悪化しており、財政運営の硬直化や将来の財政負担に留意すべきものと考えられま

す。 

 今後も、野洲駅周辺基盤整備事業を初め、都市基盤整備事業、公共施設の改修整備事業

などの建設事業や、福祉、教育分野の行政需要が増加することが見込まれるなど、多額の
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費用が必要と思われます。こうしたことから、行財政運営に当たっては、多様化する市民

ニーズを的確に捉え、事業の必要性、費用対効果を総合的に判断し、引き続き財源の確保

と適切な予算執行により一層の経費削減に努められ、市民が安心して安全に暮らせるまち

づくりの実現に向け努力されることを期待しています。 

 次に、平成２８年度野洲市水道事業会計につきましても、地方公営企業法第３０条第２

項の規定に基づき、審査に付されました野洲市水道事業会計の決算並びに附属書類の内容

を審査いたしました結果、ともに関係法令に準拠して作成しており、当年度の経営成績及

び財政状況は適正と認めました。 

 今後の経営見通しについて見ますと、平成２９年度から水道料金の改定を実施されます

が、料金改定後も市民に対し水道事業の経営状況の実態をわかりやすく説明し、市民の理

解を得るためのさまざまな広報に努められるとともに、事業の運営に当たっては有収率の

向上を図ることが重要であることから、漏水調査などの実施と速やかな漏水対策を講じる

とともに、水道料金の収納率の向上を図り、今後とも常に企業としての経済性を認識しな

がら、さらなる経費の節減と収益の確保に努め、効率的な事業運営を発揮し、市民に安心・

安全・安定した水の供給に努めていただくことを期待しています。 

 次に、財政健全化判断比率の審査においては、平成２８年度決算による実質赤字比率及

び連結実質赤字比率は、全会計とも黒字決算により、比率としてはあらわれませんでした。

実質公債費率につきましては１３．６％で、昨年度より０．９ポイント上昇していますが、

早期健全化基準の２５％を下回っており、可としたものです。また、将来負担比率は１０

６．８％で、昨年度より５３．５ポイントも上昇したものの、早期健全化基準の３５０％

を下回っており、可としたものです。 

 次に、公営企業会計資金不足比率の審査につきましては、水道事業会計、下水道事業特

別会計、工業団地等整備事業特別会計は、それぞれ資金不足は発生しておらず、良好な状

態にあると認められます。 

 以上、簡単ではございますが、平成２８年度野洲市一般会計及び各特別会計歳入歳出決

算並びに公営企業会計決算の審査結果と意見を申し述べ、報告とさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては、お手元の平成２８年度野洲市一般会計及び各特別会計決算

並びに基金運用状況の審査意見書、資金不足比率審査意見書等に記載しておりますので、

後ほどごらんいただきたいと存じます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 
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            （「議長、ちょっと待って。言い間違ってたらおかしいから」の

声あり） 

○議長（坂口哲哉君） 市長。 

○市長（山仲善彰君） 先ほどの提案説明の最後のところで、本年６月の市民病院整備事

業基本設計と言ったつもりですけど、何か基本計画と聞こえたということでありますので、

正式には本年６月には市民病院整備基本設計の策定ということでありますので、訂正させ

ていただきます。 

 （日程第４） 

○議長（坂口哲哉君） 日程第４、決算特別委員会の設置及び委員の選任を議題といたし

ます。 

 お諮りいたします。 

 議第８３号から議第９３号までの議案の審査等を行うため、委員会条例第６条の規定に

より、１８人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置いたしたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（坂口哲哉君） 御異議なしと認めます。よって、議第８３号から議第９３号まで

の議案の審査等を行うため、１８人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置するこ

とに決しました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、本職を除く１８人の議員を指名いたしたいと思いますが、これに御異

議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（坂口哲哉君） 御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました本職

を除く１８人の議員を決算特別委員会の委員に選任することに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

○議長（坂口哲哉君） 暫時休憩いたします。 

            （午前 ９時４８分 休憩） 

            （午前１０時１０分 再開） 

○議長（坂口哲哉君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 暫時休憩いたします。 

            （午前１０時１０分 休憩） 

            （午前１０時２４分 再開） 

○議長（坂口哲哉君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 休憩中に決算特別委員会が開催され、正副委員長の互選が行われ、結果について報告が

ありましたので、本職より報告いたします。 

 決算特別委員会委員長に第１６番、梶山幾世議員、副委員長に第１２番、市木一郎議員、

以上のとおり互選されましたので報告いたします。 

 （日程第５） 

○議長（坂口哲哉君） 日程第５、発議第４号野洲市住民投票の実施の請求に関する議員

発議についてを議題といたします。 

 事務局長が議案を朗読いたします。 

○議会事務局長（大藤良昭君） それでは、朗読いたします。 

 発議第４号野洲市住民投票の実施の請求に関する議員発議について。 

 以上でございます。 

○議長（坂口哲哉君） 議案の朗読は終わりましたので、提出者の説明を求めます。 

 第１９番、立入三千男議員。 

○１９番（立入三千男君） それでは、ただいま議題になっております発議第４号野洲市

住民投票の実施の請求に関する議員発議について、提案者を代表して説明を申し上げたい

と思います。 

 さて、病院整備に関する問題は、平成２３年４月１１日に現野洲病院から市に対し、新

病院基本構想２０１０が提案されて始まったところであります。この提案があったきっか

けは定かではございませんが、その後、市は市民の代表や病院関係者などの学識経験者に

よる検討委員会を設置して、今後も市内の中核的医療のあり方について検討してこられた

ところであります。 

 そして、その後、設置されました可能性検討委員会からの提言により、市長は平成２４

年１２月１０日開催された議会の都市基盤整備特別委員会に野洲市中核的医療拠点のあり

方に関する基本方針（素案）を提案されましたが、同委員会では採決に至らず、改めて１

８日の委員会で審議の上、採決が行われ、承認をされました。 
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 このときの議員の主な反対意見は、市の財政負担を危惧する声や市民負担の増加を心配

するものでありました。しかし、採決では、委員長を除き全１９名の委員のうち１２名が

賛成、７名が反対し、３分の１を超える議員の反対があるからと、市長は病院検討を凍結

されたところであります。このときの市長の判断は、特別多数を念頭に置かれた英断であ

ったと高く評価をするものであります。 

 しかし、平成２８年１１月定例会に提案された野洲市病院事業の設置等に関する条例が、

議長を除き全１８名の議員のうち１０名が賛成、８名が反対し、可決をいたしたところで

す。また、本年、平成２９年３月定例会と５月臨時会、そして６月定例会には、実施設計

予算案の議案がいずれも可否同数の後、議長の裁決で否決されました。 

 このように、平成２８年１１月定例会以降は可否僅差で可決されたり、否決されたりと

いう状況が続いているところでございます。このことが議会を二分し、市民を二分するよ

うな結果になってしまいました。私はもちろんのこと、市民の皆さんも市の将来を見据え

ると不安でならないと思います。このようなことでは、市民の不安を払拭することは到底

できるものではありません。 

 そうした中、市長は病院関連議案が認められない場合の対応として、直接民主主義の制

度である住民投票をせざるを得ないと述べられて、平成２９年６月定例会に病院計画の是

非を問う住民投票を実施するための補正予算案を提案されました。その提案説明で、病院

問題の反対理由に住民コンセンサスを得るべきと挙げられたため、住民投票を提案すると

説明をされ、市民に問う選択肢はできるだけ簡明な野洲駅南口市有地に市民病院を整備す

ることについてを案として考えていると明らかにされました。この提案に対しては全員賛

成で可決されましたが、市長は議会の附帯決議を理由に、その実施を見送られました。そ

の説明として、附帯決議で問われた進退を覚悟せよというのはフラットに市民の意見を聞

くという住民投票の趣旨に反すると臨時記者会見で述べられました。また、市民病院計画

の是非を問う住民投票の実施を見送ったことについて、議員が発議してやればいいのでは

ないかと定例記者会見で述べられました。 

 このように、住民投票の実施を見送られたことは、理由のいかんにかかわらなく、非常

に残念なことであります。住民投票の結果が民意であると証明でき、またこの住民投票の

結果をもって一定の結果を見出されるものと確信をしておりました。今回の発議を行った

私たちも、その結果に従うべきものと考えておりました。 

 野洲市住民投票条例第２条に、住民投票に付する市政に関する重要事項とは「市及び住
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民全体に利害関係を有し、住民の間又は住民、市議会若しくは市長の間に重大な意見の相

違があり、住民の福祉に重大な影響を及ぼす市政運営上の重要事項として、住民に直接そ

の賛否を問う必要があると認められるものという。」定めがございます。まさしく今回の病

院整備は、住民の福祉に重大な影響を及ぼす市政運営上の重要事項であると言えます。 

 以上のようなことから、今回議員による住民投票の発議に至ったわけであります。 

 なお、住民投票の実施時期につきましては、市長はこれまで住民投票は市議会議員選挙

後になるとコメントしておられますが、条例上、投票に関する管理及び執行については選

挙管理委員会に委任しており、明らかに市長の越権行為と考えられます。このことから、

本来投票日の決定権をお持ちの選挙管理委員会におかれては、平成２９年１０月１５日に

告示されます野洲市議会議員一般選挙までに実施していただきたく、切望をいたすところ

であります。それは今回とり行われる市議会議員選挙が、野洲駅南口市有地に市民病院を

整備することのみを争点として実施されることを避けなければならないからです。 

 野洲市議会議員が病院整備問題の是非だけで選出されるということは、今後４年間の市

政に対して、議会としてのチェック機能が正常に機能するか、疑問視せざるを得ないと言

えます。病院整備問題に賛成する議員は、ほかの市長提案に対しても是々非々の姿勢を果

たしてとれるのか、また反対議員にしてもわだかまりを抱えたまま正常な判断ができるの

か、いずれにしても市民にとって有益な状況とは言えないと思います。市議会議員には市

政全般について是々非々の姿勢で職務を遂行していただける方を選出していただきたいも

のであります。そのためには、病院整備問題が今回とり行われる市議会議員選挙までに方

向性について決着しておくべきと切実に考えるところであります。 

 以上のことから、改めて市議会として野洲駅南口市有地への市民病院の整備計画につい

て、早急に直接市民の意思を確認する必要があると考え、住民投票の実施の請求を発議い

たします。 

 なお、この発議は本年６月定例会で、住民投票の結果によっては市長は信任を問い直す

覚悟で住民投票の執行に臨むことという内容の附帯決議が可決されましたが、この附帯決

議とは何ら関連性を持たず白紙の状態で、真に市民の意思を確認するものであります。ま

た、本住民投票につきましては、私たちはその結果を尊重することを前提に発議するもの

でございます。何とぞ議員各位の御賛同を賜りますようお願いを申し上げ、提案説明にか

えさせていただきます。 

○議長（坂口哲哉君） 暫時休憩いたします。 
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            （午前１０時３５分 休憩） 

            （午後 １時０１分 再開） 

○議長（坂口哲哉君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 明８月３１日から９月５日までの６日間は、議案調査のため休会といたしたいと思いま

す。 

 これに御異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（坂口哲哉君） 御異議なしと認めます。 

 よって、明８月３１日から９月５日までの６日間は、休会することに決定いたしました。 

 なお、念のため申し上げます。 

 来る９月６日は、午前９時から本会議を再開し、議案質疑、一般質問等を行います。 

 本日は、これにて散会いたします。（午後１時０２分 散会） 
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